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Ｂ１層内に見られる前置層状堆積パターンの分布

音波探査記録
の添付範囲

・デルタ（三角州）と判断され
る前置層状堆積パターンの
分布範囲。

・津軽半島沿岸からの供給物によるも
のと考えられる前置層状堆積パターン
の分布範囲（音波散乱を伴うことから
粗粒の堆積物と考えられる。）。

G
a-

8

Ｂ１層中に見
られる前置層
状堆積パター
ンの分布範囲

• 平舘海峡の北端部海域及び平舘沖の海域では，Ｂ１層に前置層状堆積パターンが
認められる。

大間原子力発電所

海底地質図とＢ１層上面等深線コンター

Ｂ１層上面に見られる旧河谷

凡例-海域部

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 (1/6)

陸奥湾から平舘海峡表層の堆積構造

第579回審査会合

資料1-1-2 P.197 一部修正
1-192



大間原子力発電所

音波探査記録
の添付範囲

Ｂ２層内に見られる前置層状

堆積パターンの分布範囲。

Ｂ２層上面に見られる旧河谷

G
a-

8

Ｂ２層中に見られる前置層状
堆積パターンの分布範囲

凡例-海域部

Ｂ２層内に見られる前置層状堆積パターンの分布

海底地質図とＢ２層上面等深線コンター

陸奥湾から平舘海峡表層の堆積構造

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 (2/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.198 一部修正
1-193



前置層状堆積パターンの記録例（No.23測線：平舘海峡北部）

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

Ｆ-２８

Ｂ１層内に見られ
る前置層状堆積
パターン

Ｂ２層内に見られ
る前置層状堆積
パターン

Ｆ-２８

解析結果による断層の延長位置

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 (3/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.199 再掲
1-194



Ｂ１層内に見られる前置
層状堆積パターン

Ｂ２層内に見られる前置層
状堆積パターン

チャネル又は潮流によ
る侵食跡

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 (4/6)

前置層状堆積パターンの記録例（No.631SM測線：平舘海峡北部）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.200 再掲
1-195



Ｂ１層内に見られる前置
層状堆積パターン
（一部音波散乱を伴う。）

Ｂ１層上面及びＢ２層上面
に見られる旧河川

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

Ｆ-２８

Ｆ-２８

上部更新統以上に変位(変形)が

及ぶ断層

解析結果による撓曲位置

及び落下側

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 (5/6)

前置層状堆積パターンの記録例（Ga-8測線：津軽半島東岸沖）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.201 再掲
1-196



まとめ

・平舘海峡に見られる不規則な堆積体は，その分布範囲及び堆積構造から，海退期
に形成された前置層状堆積体や旧河川により形成された堆積体と考えられる。

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 (6/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.202 再掲
1-197



（余白）

1-198
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No.606SM

CR-41, No.608SM

CM-8

• Ｅ層は牛ノ首岬～夏泊崎間で高まりを形成している。
• Ｅ層上面は高まりの西側では津軽半島に向かって緩く傾斜する。
• 一方，東側では陸奥湾東部に向かって傾斜し，深度400m付近までは比較的急傾斜を示す（CR-41測線）。
• 断層は，Ｅ層の高まり頂部の津軽半島側にF-32断層及びF-33断層が認められる以外は，連続性のある断層は

認められない。

Ｅ層上面等深線図

音波探査記録
の添付範囲

深度(m)

大間原子力発電所

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (1/10)

Ｅ層上面等深線及び測線位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.205 一部修正
1-200



No.606SM

CR-41, No.608SM

CM-8

音波探査記録
の添付範囲

大間原子力発電所

音波探査記録位置図
音波探査測線位置

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (2/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.206 再掲
1-201



No.608SMの記録範囲

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• Ｅ層が牛の首岬～夏泊崎間では高まりを形成し，高まりでは褶曲構造が発達している。
• Ｅ層上面の西側は，高まりから津軽半島側に向かって緩く傾斜，東側は陸奥湾東部に向かって傾斜し，深度約400m付近までは比較的急傾

斜である。
• 上位のＤ層は，津軽半島側及び陸奥湾東部に向かって傾斜するが，Ｅ層上面にアバットしている。
• 断層は高まり頂部にＦ－32断層及びＦ－33断層が認められる以外は，少なくともＤ層以上に断層運動を示唆する変位・変形は認められない。
• Ｆ－32断層による変位がＥ層及びＣ層までに認められるが，Ｂ３層～Ａ層には変位・変形は認められない。
• Ｆ－33断層による変位がＥ層及びＢ３層下部までに，変形がＢ３層上部からＡ層下部にまでに認められる。
• Ｆ－33断層は活動が後期更新世以降に及ぶと評価する。

Ｆ-３ ２Ｆ-２ ８
延長部

解析結果による断層位置及び落下側

上部更新統には変位(変形)が

及ばない断層

Ｆ-２ ８
延長部

Ｆ-３ ２

解析結果による断層の延長位置

上部更新統以上に変位(変形)が

及ぶ断層

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 CR-41測線

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (3/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.207 一部修正
1-202



Ｆ-３ ２ Ｆ-３ ３

Ｆ-３ ２ Ｆ-３ ３

• Ｅ層の高まりでは褶曲構造が発達している。
• 断層は高まり頂部付近にＦ－32断層及びＦ－33断層が認められる。
• Ｆ－32断層による変位がＥ層及びＣ層までに認められるが，Ｂ３層～Ａ層には変位・変形は認められない。
• Ｆ－33断層は，当該位置に音波散乱層が分布するためＢ１層以下が判読できないが，Ａ層下部に変形が認められる。
• Ｆ－33断層は活動が後期更新世以降に及ぶと評価する。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

解析結果による断層位置及び落下側

上部更新統には変位(変形)が

及ばない断層

上部更新統以上に変位(変形)が

及ぶ断層

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (4/10)

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 No.608SM測線

第579回審査会合

資料1-1-2 P.208 再掲
1-203



• Ｅ層の高まりでは褶曲構造が発達してい
る。

• Ｅ層上面は，西側の津軽半島側に向かっ
て緩く傾斜している。

• 上位のＤ層は津軽半島側に向かって緩く
傾斜するが，Ｅ層上面にアバットしている。

• 断層は高まりの翼部にF-28断層が認めら
れ，断層による変形がＥ層からＢ１層に認
められる。

• Ｆ-28断層は活動が後期更新世以降に及
ぶと評価する。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が不明瞭である。

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

上部更新統以上に変位(変形)が

及ぶ断層

解析結果による断層の延長位置

解析結果による撓曲位置及び落下側

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (5/10)

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 No.606MA測線

第579回審査会合

資料1-1-2 P.209 再掲
1-204



※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• Ｅ層の高まりでは褶曲構造が発達している。

• 断層は高まりの縁辺付近に連続性のない断層が認められる。

• 本断層による変位がＥ層及びＢ３層下部までに，変形がＢ３層中部までに認められるが，Ｂ３層上部～Ａ層には変位・変形は認められない。

解析結果による断層位置及び落下側上部更新統には変位(変形)が

及ばない断層

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (6/10)

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 No.606SM測線（東側）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.210 再掲
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※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

• Ｅ層の高まりでは褶曲構造が発達している。
• 断層は高まりの縁辺付近に連続性のない断層が2条認められる。
• 西側の断層は，変位がＥ層までに，変形がＣ層～Ｂ２層下部までに認められるが，Ｂ２層上部～Ａ層には変位・変形は認められない。
• 東側の断層は，変位がＥ層及びＢ３層～Ｂ２層下部までに，変形がＢ２層上部～Ｂ１層下部まで認められるが，Ｂ１層上部～Ａ層には変位・変形は

認められない。

解析結果による断層位置及び落下側

上部更新統には変位(変形)が

及ばない断層

上部更新統以上に変位(変形)が

及ぶ断層

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

解析結果による断層の延長位置

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (7/10)

Ｆ-３ １
延長部

Ｆ-３ １
延長部

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 No.606SM測線（西側）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.211 再掲
1-206



• Ｅ層の高まりでは褶曲構造が発達している。
• 少なくともＢ３層以上に断層運動を示唆する変位・変形は認められない。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (8/10)

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 CM-8測線（東側）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.212 再掲
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CM-8測線（西側）

• 少なくともＢ２層以上に断層運動を示唆する変位・変形は認められない。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

深度スケールは，水中及び
堆積層中での音波伝播速
度1500m/secと仮定して読
取ったものである。

※ 音波散乱層分布域ではＢ１層下部以下が判読できない。

解析結果による断層の延長位置

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (9/10)

Ｆ-３ ２
延長部 Ｆ-３ ３

延長部

Ｅ層隆起部を横切る代表的な測線 CM-8測線（西側）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.213 再掲
1-208



No.606SM

CR-41, No.608SM

CM-8

Ｅ層上面等深線図

音波探査記録
の添付範囲

深度(m)

大間原子力発電所

• 牛ノ首岬～夏泊崎間ではＥ層が高まりを形成し，内部には褶曲構造が発達している。
• 連続性のある断層としては，敷地前面海域の断層として判読した，後期更新世以降の活動性の無い

Ｆ－３２断層及び後期更新世以降の活動性があるＦ－３３断層が，高まりの西縁に分布する。

まとめ

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり (10/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.214 一部修正
1-209



（余白）
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音波探査記録
の添付範囲

大間原子力発電所

• 大間海脚の西側約5km
には，最大長さ約7km，
幅約2kmの左右対称な
背斜が認められる。

• この背斜は大間海脚と
やや斜交し，南東延長は
大間海脚と交わる。

大間海脚の西側に
分布する背斜の軸

大間海脚付近の海底地質図

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (1/17)

大間海脚西側の背斜と測線位置

第579回審査会合

資料1-1-2 P.217 再掲
1-212



各反射面の傾斜変換点（赤円）を結
んだ線（破線）は深部に向かい，高
まりの頂部から離れる方向に傾斜
する。

各反射面の傾斜変換点（赤円）を結
んだ線（破線）は深部に向かい，高ま
りの頂部へ近づく方向に傾斜する。

①隆起なし

②B3層堆積時まで隆起継続

③現世まで隆起継続

背斜翼部の堆積形態（概念図）※

ハッチ部が隆起の影響を受けている範囲

オンラップ

※当該海域ではB2層が欠如しているため，B2層を表示していない。

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (2/17)

• 海底が隆起している期間の堆積層は，音波探査断面において，反射面が隆起から遠ざかる方向に向かって開くような変形が認められることが多い。

• ケース②では，B1層以上に変形が及んでいない事例を示す。隆起していない期間の堆積層ではオンラップが認められる。

• 次々頁のNo.108SM測線の音波探査断面のB1層で認められるオンラップは，ケース②の様に，B3層の堆積終了まで隆起が継続していたが，その後隆
起が止まったことでできた構造であると判断される。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.218 再掲
1-213



• 背斜による変形がＣ層及びＢ３層上部に認められる。

• 背斜頂部付近はＢ２層及びＢ１層が欠如するが，周辺に分布するＢ１層の堆積形態から，Ｂ１層以上に褶曲運動による変形は及んでいない
と判断される。

• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

大間海脚の西側に分布する背斜 大間海脚の西側に分布する背斜

次頁の拡大図範囲

No.108SM測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (3/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.219 再掲
1-214



• 背斜による堆積後の変形がＣ層で認められ，堆積中の変形がＢ３層で認められる。

• 背斜頂部付近はＢ２層及びＢ１層が欠如するが，周辺に分布するＢ１層の内部反射面の堆積形態（オンラップ）か
ら，Ｂ１層以上に褶曲運動による変形は及んでいないと判断される。

• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

Ｂ１層はＢ３層にオンラップしており，Ｂ３層
上面の上方への撓みは，Ｂ1層堆積前に

形成されていたと考えられる。

No.108SM測線（背斜部：拡大図）

前々頁のケース②のモデルにおける
No.108SM測線の範囲イメージ

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (4/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.220 再掲
1-215



大間海脚の西側に分布する背斜

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• 背斜による変形がＣ層及びＢ３層に認められる。
• 背斜頂部付近はＢ２層及びＢ１層が欠如するが，周辺に分布するＢ１層の堆積形態から，Ｂ１層以上に褶曲運動による変形は及んでいない

と判断される。
• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

大間海脚の西側に分布する背斜

次頁の拡大図範囲

No.108測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (5/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.221 再掲
1-216



• 背斜による変形がＣ層及びＢ３層に認められる。
• 背斜頂部付近はＢ２層及びＢ１層が欠如するが，周辺に分布するＢ１層の堆積形態から，Ｂ１層以上に褶曲運動による

変形は及んでいないと判断される。
• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

No.108測線（背斜部：拡大図）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (6/17)

Ｂ１層はＢ３層にオンラップしており，Ｂ３

層上面の上方への撓みは，Ｂ1層堆積前
に形成されていたと考えられる。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.222 再掲
1-217



大間海脚の西側に分布する背斜

• 前頁と同じ測線位置で，更に深部の構造を示す。
• 背斜による変形がＥ層からＢ３層に認められ，背斜の幅は2km程度である。

大間海脚の西側に分布する背斜

No.506M測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (7/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.223 再掲
1-218



（余白）

1-219



次頁の拡大図範囲

• 褶曲運動による変形がＣ層～Ｂ２層下部に認められるが，Ｂ２層上部及びＢ１

層には変形が認められない。

• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

大間海脚の西側に分布する背斜 大間海脚の西側に分布する背斜

No.107.5SM測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (8/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.225 再掲
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• 褶曲運動による変形がＣ層～Ｂ２層下部に認められるが，Ｂ２層上部及びＢ１

層には変形が認められない。

• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

Ｂ２層上部には，水平な
反射面が認められる。

Ｂ１層はＢ２層の窪みを埋積しており，Ｂ２

層上面の窪みは，Ｂ1層堆積前に形成され
ていたと考えられる。

Ｂ１層はＢ２層にオンラップしており，Ｂ２層
上面の上方への撓みは，Ｂ1層堆積前に
形成されていたと考えられる。

No.107.5SM測線（背斜部：拡大図）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (9/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.226 再掲
1-221



大間海脚の西側に分布する背斜 大間海脚の西側に分布する背斜

• 背斜による変形がＤ層～Ｂ３層に認められる。
• 背斜頂部付近はＢ２層及びＢ１層が欠如するが，周辺に分布するＢ１層の堆積形態から，

Ｂ１層以上に褶曲運動による変形は及んでいないと判断される。
• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

No.108.5SM測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (10/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.227 一部修正
1-222

次頁の拡大図範囲



• 背斜による変形がＤ層～Ｂ３層に認められる。

• 背斜頂部付近はＢ２層及びＢ１層が欠如するが，周辺に分布するＢ１層の堆積形態から，Ｂ１層
以上に褶曲運動による変形は及んでいないと判断される。

• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降に及んでいないと評価する。

Ｂ１層の内部反射面はＢ１層の上端に収
束しており，上方が削剥された様子はな
い。したがって，Ｂ３層及びＣ層上面の上
方への撓みは，Ｂ１層堆積前に形成されて
いたと考えられる。

No.108.5SM測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (11/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.228 一部修正
1-223



大間海脚の西側に分布する背斜 大間海脚の西側に分布する背斜

• 背斜による変形がＤ層及びＣ層に認められる。

No.109SM測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (12/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.229 再掲
1-224



大間海脚の西側に分布する背斜 大間海脚の西側に分布する背斜

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。

• 背斜による変形がＥ層～Ｃ層に認められる。

No.109測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (13/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.230 再掲
1-225



大間海脚の西側に分布する背斜 大間海脚の西側に分布する背斜

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。

• 主にＤ層に背斜状の構造が認められるが，Ｄ層中部にほぼ
水平な反射面が認められる。

No.109MA測線（背斜部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (14/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.231 再掲
1-226



• 背斜の北西延長部には，Ｂ２層上部及びＢ１層に褶曲運動を示唆する変形が認められない。

大間海脚の西側に分布する背斜延長部 大間海脚の西側に分布する背斜延長部

No.107SM測線（北西延長部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (15/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.232 再掲
1-227



大間海脚の西側に分布する背斜延長部 大間海脚の西側に分布する背斜延長部

• 南東延長部には，Ｄ層に褶曲運動を示唆する系統的な変形が認められない。

No.524SM測線（南東延長部）

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (16/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.233 再掲
1-228



音波探査記録
の添付範囲

大間原子力発電所

大間海脚の西側に
分布する背斜の軸

まとめ

大間海脚付近の海底地質図

• 大間海脚の西側約5kmには，最大長さ約7km，
幅約2kmの左右対称な背斜が認められる。

• この背斜は大間海脚とやや斜交し，南東延長
は大間海脚と交わる。

• 背斜の頂部付近ではＢ層がほとんど欠如する
が，No.108SM測線等でＢ３層～Ｂ１層が分布し，
Ｂ３層以下に背斜による変形は認められるが，
Ｂ２層及びＢ１層には変形が認められない。

• 褶曲運動は少なくとも後期更新世以降には及
んでいないと評価する。

大間海脚西側の背斜構造

1.6 大間海脚西側の背斜構造 (17/17)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.234 再掲
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（余白）
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• 大間海脚と汐首海脚に挟まれた海底水道区間は
両側が斜面となっている。これら斜面に分布するＣ
層（下部更新統）以上の地層が傾斜して堆積してい
ることから，傾斜の原因を評価するため，ブーマー
音源によるマルチチャンネル音波探査を行い，堆積
構造を詳細に検討した。

• なお，上記に加えて，スパーカー音源・ウォーターガ
ン音源の測線も合わせて示す。

等深線は当社の資料に，海上保安庁水路部沿岸の海の基本図
「竜飛埼」，「白神岬」等の地形図を，陸奥湾については，国土地
理院沿岸海域地形図「平舘海峡」，「青森」並びに沿岸域広域地
形図「陸奥湾」を加え編集した。

音波探査記録の添付範囲
（ブーマーマルチチャンネル測線，

スパーカー測線，ウォーターガン測線）

海上音波探査測線

凡 例

渡辺ほか(2012)12) による活断層

大間原子力発電所

陸 奥 湾

津 軽 海 盆

平
舘
海
峡

深 度（ｍ）

測線位置

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (1/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.236 再掲
1-232



凡 例

渡辺ほか(2012)12)により
図示された断層位置

• 本測線は海底水道が広く，海盆の堆積構造に近いと考えられる。
• Ｂ３層はＥ層の谷部を埋積する。
• Ｂ２層及びＢ３層は概ね水平に堆積している。
• Ｂ２層及びＢ３層上面の凹凸は堆積構造を切っており，海流による

削剥によるものと考えられる。

No.108SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (2/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.237 再掲
1-233



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• Ｃ層及びＢ３層はＥ層の谷部を埋積する。
• Ｂ２層及びＢ１層は概ね水平に堆積している。

No.108測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (3/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.238 再掲
1-234



（余白）

1-235



次頁の拡大図範囲

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層は斜面全体に堆積する。
• Ｂ３層からＢ１層は下位層の谷部を埋積しながら緩く傾斜して

堆積する。
• 海底水道底部のＢ２層は，基底面に細かい凹凸があり内部構

造も乱れていることから，海流による削剥及び再堆積が生じ
たか，あるいは地すべり跡と考えられる。

No.108.5測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (4/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.239 再掲
1-236



• 海底水道底部のＢ２層は，基底面
に細かい凹凸があり内部構造も
乱れていることから，海流による
削剥及び再堆積が生じたか，あ
るいは地すべり跡と考えられる。 • Ｂ２層の堆積当時の斜面下

端部では，下位層を切る凹
地内に緩く傾斜した堆積構
造が認められることから，海
流による削剥によって形成さ
れた構造と考えられる。

Ｅ

地すべり移動体 海流による堆積体

No.108.5測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (5/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.240 再掲
1-237



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層及びＢ１層は斜面全体に堆積する。
• Ｂ３層及びＢ２層は斜面上部に分布せず，下位層の谷部を埋積する。

No.109SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (6/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.241 再掲
1-238



No.109測線

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• Ｃ層及びＢ１層は斜面全体に堆積する。
• Ｂ３層及びＢ２層は斜面上部に分布せず，下位層の谷部を埋積する。
• Ｂ３層及びＢ２層は斜面部において層厚の変化が激しい。

No.109測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (7/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.242 再掲
1-239



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層及びＢ１層は斜面全体に堆積する。
• Ｂ３層は斜面上部に分布せず，斜面下端部を中心に

堆積する。
• Ｂ２層は斜面に分布しない。

No.109.5測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (8/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.243 再掲
1-240



（余白）

1-241



次頁の拡大図範囲

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層は斜面全体に堆積する。
• Ｂ１層は斜面下端部を中心に堆積し，斜面上部で欠落する。
• Ｂ１層の斜面下端部の盛上りは，Ｃ層以下には認められないこ

とから，堆積構造と考えられる。
• Ｂ２層及びＢ３層は分布しない。

No.110SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (9/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.245 再掲
1-242



• Ｂ１層の斜面下端部の盛上りは，
Ｃ層以下には認められないことか
ら堆積構造と考えられ，形状から
地すべり移動体と推察される。

地すべり移動体

No.110SM測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (10/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.246 再掲
1-243



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• Ｃ層は斜面全体に堆積する。
• Ｂ１層は斜面下端部を中心に堆積し，斜面上部で欠落する。
• Ｂ１層の斜面下端部の盛上りは，Ｃ層以下には認められないこ

とから，堆積構造と考えられる。
• Ｂ２層及びＢ３層は分布しない。

No.110測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (11/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.247 再掲
1-244



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層及びＢ１層はＤ層の谷部を埋積しながら傾斜
して堆積する。

• Ｂ２層及びＢ３層は分布しない。

No.110.5測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (12/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.248 再掲
1-245



次頁の拡大図範囲

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層からＢ１層はＥ層及びＤ層の谷部を埋積しながら傾斜して堆
積する。

• Ｃ層及びＢ１層には，堆積当時の斜面中央部付近から地層中に
延びる反射面が認められ，地すべり面と考えられる。

• Ｃ層及びＢ１層の堆積当時の斜面下端部と海底水道底部のＥ
層の高まりとの間の狭い領域では，下位層を切る凹地内に緩く
傾斜した堆積構造が認められることから，海流による削剥によ
って形成された構造と考えられる。

• Ｂ２層は分布しない。

No.111SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (13/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.249 再掲
1-246



• Ｃ層及びＢ１層には，堆積当時の
斜面中央部付近から地層中に
延びる反射面が認められ，地す
べり面と考えられる。

• Ｃ層及びＢ１層の堆積当時の斜面下端
部と海底水道底部のＥ層の高まりとの
間の狭い領域では，下位層を切る凹地
内に緩く傾斜した堆積構造が認められ
ることから，海流による削剥によって形
成された構造と考えられる。

地すべり移動体 海流による堆積体

No.111SM測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (14/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.250 再掲
1-247



凡 例

渡辺ほか(2012)12) より
図示された断層位置

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• Ｃ層からＢ１層はＥ層及びＤ層の谷部を埋積しながら傾斜し

て堆積する。
• Ｂ２層は分布しない。

No.111測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (15/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.251 再掲
1-248



（余白）

1-249



次頁の拡大図範囲

• Ｄ層は斜面全体に堆積する。
• Ｃ層及びＢ３層はＥ層及びＤ層の谷部を埋積しながら傾斜して堆積する。
• 大間側斜面のＢ１層は，汐首海脚側斜面のＢ１層とは異なり上に凸の形状を

示す。他測線との類似性から，大間海脚側のＢ１層は，地すべり移動体と考
えられる。

• Ｂ１層及びＢ３層は，堆積当時の斜面下端部と海底のＥ層の高まりとの間の
狭い領域において，下位層の窪みを埋積していることから，海流による堆積
構造と考えられる。

• 汐首海脚側でも，Ｃ層及びＢ1層が斜面に沿って堆積している。
• Ｂ２層は分布しない。

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

断 層

No.111.5測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (16/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.253 再掲
1-250



• Ｂ３層及びＢ１層は，堆積当時の斜面下
端部と海底のＥ層の高まりとの間の狭
い領域において，下位層の凹地を埋積
していることから，海流による堆積構造
と考えられる。

• 大間側斜面のＢ１層は，汐首海脚側斜面の
Ｂ１層とは異なり上に凸の形状を示す。他測
線との類似性から，大間海脚側のＢ１層は，
地すべり移動体と考えられる。

断 層 地すべり移動体 海流による堆積体

No.111.5測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (17/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.254 再掲
1-251



次頁の拡大図範囲

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層からＢ１層はＥ層及びＤ層の谷部を埋積しながら緩く傾斜して堆
積する。

• Ｂ３層及びＢ１層には，堆積当時の斜面中央部付近から地層中に延
びる反射面が認められ，地すべり面と考えられる。

• Ｃ層及びＢ１層には，堆積当時の斜面下端部と海底水道底部のＥ層
の高まりとの間の狭い領域において，下位層の窪みを埋積している
ことから，海流による堆積構造と考えられる。

• Ｂ２層は分布しない。

No.112SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (18/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.255 再掲
1-252



• Ｂ３層及びＢ１層には，堆積当時
の斜面中央部付近から地層中
に延びる反射面が認められ，
地すべり面と考えられる。 • Ｃ層及びＢ１層には，堆積当時の斜面下

端部と海底水道底部のＥ層の高まりとの
間の狭い領域において，下位層の窪みを
埋積していることから，海流による堆積構
造と考えられる。

地すべり移動体 海流による堆積体

No.112SM測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (19/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.256 再掲
1-253



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• Ｃ層，Ｂ３層及びＢ１層はＥ層及びＤ層の谷部を埋積しながら

緩く傾斜して堆積する。
• Ｂ２層は分布しない。
• 汐首海脚側のＣ層及びＢ１層も斜面に沿って堆積している。

No.112測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (20/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.257 再掲
1-254



（余白）

1-255



次頁の拡大図範囲

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層，Ｂ３層及びＢ１層はＥ層及びＤ層の谷部を埋積しながら緩く
傾斜して堆積する。

• Ｂ１層には，堆積当時の斜面中央部付近から地層中に延びる反
射面が認められ，地すべり面と考えられる。

• Ｂ３層及びＢ１層には，堆積当時の斜面下端部と海底水道底部の
Ｅ層の高まりとの間の狭い領域において，下位層を切る凹地内
を埋積する堆積構造が認められることから，海流による削剥によ
って形成された構造と考えられる。

• Ｂ２層は分布しない。
• 汐首海脚側のＣ層及びＢ1層も斜面に沿って堆積している。

No.112.5測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (21/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.259 再掲
1-256



• Ｂ３層及びＢ１層には，堆積当時の斜面下端
部と海底水道底部のＥ層の高まりとの間の
狭い領域において，下位層を切る凹地内を
埋積する堆積構造が認められることから，海
流による削剥によって形成された構造と考え
られる。

• Ｂ１層上部には，堆積当時の斜面
中央部付近から地層中に延びる
反射面が認められ，地すべり面と
考えられる。

海流による堆積体地すべり移動体

No.112.5測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (22/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.260 再掲
1-257



次頁の拡大図範囲

凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｂ３層及びＢ１層は斜面全体に堆積する。
• Ｃ層は下位層の谷部を埋積しながら傾斜して堆積する。
• Ｃ層からＢ１層は海底水道底部において広く水平に堆積する。
• Ｂ３層堆積当時の斜面下端部及びＢ１層の海底水道底部には，緩や

かな凸部があり，地層内部の反射面で区切られていることから，地す
べり移動体と考えられる。Ｂ３層の内部及びＣ層の内部にも，堆積時
の斜面下部において複数の同様な堆積構造が認められる。

• Ｂ２層は分布しない。

No.113SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (23/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.261 再掲
1-258



• Ｂ３層堆積当時の斜面下端部及びＢ１層の海
底水道底部には，緩やかな凸部があり，地層
内部の反射面でレンズ状又はブロック状に区
切られていることから，地すべり移動体と考え
られる。Ｂ３層の内部及びＣ層の内部にも，堆
積時の斜面下部において複数の同様な堆積
構造が認められる。

No.113SM測線（拡大図）

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (24/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.262 一部修正
1-259

地すべり移動体



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• 前頁と同じ測線位置で，深部の構造を示す。
• Ｂ３層及びＢ１層は斜面全体に堆積する。
• Ｃ層はＤ層の谷部を埋積しながら傾斜して堆積する。
• Ｃ層からＢ１層は海底水道底部において広く水平に堆積する。
• Ｂ２層は分布しない。
• 汐首海脚側のＣ層からＢ１層も斜面に沿って堆積している。

No.113測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (25/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.263 再掲
1-260



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層からＢ１層は斜面全体に薄く堆積する。
• Ｂ２層は分布しない。
• 汐首海脚側のＣ層及びＢ１層も斜面に沿って堆

積している。

No.113.5測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (26/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.264 再掲
1-261



凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層は斜面全体に厚く堆積する。
• Ｂ１層及びＡ層はＣ層の凹地を埋積しながら斜面

に沿って堆積する。
• Ｂ２層は分布しない。

No.114SM測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (27/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.265 再掲
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凡 例

渡辺ほか(2012)12) により
図示された断層位置

• Ｃ層は斜面全体に厚く堆積する。
• Ｂ１層及びＡ層は下位層の凹地を埋積しながら斜

面に沿って堆積する。
• Ｂ３層は海底水道基底部に分布する。
• Ｂ２層は分布しない。
• 汐首海脚側のＢ１層も斜面に沿って堆積している。

No.114測線

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (28/29)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.266 再掲
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海上音波探査によれば，海底水道の斜面には以
下に示す堆積構造が認められる。

• 海底水道斜面に分布するＣ層（下部更新統）以上の地
層は，斜面に沿って傾斜して堆積している。

• 斜面下端部や海底のＥ層の高まりの周辺に分布する
Ｃ層以上の地層においては，下位層に形成された凹地
状の窪みを，上位層が水平に埋積する構造が認められ
る。

• また，斜面下端部に分布するＣ層以上の地層において
は，反射面により分離される堆積体又は地層中のレン
ズ状又はブロック状の堆積体が認められている。

調査結果

• これらは海流に伴う堆積構造（コ
ンターライト）と考えられる。

• これらは海流によって形成された
凹地と考えられる。

• これらは海底地すべりによる移動
体と考えられる。

1.7.1 海底水道の海上音波探査 (29/29)

まとめ

評価結果

第579回審査会合

資料1-1-2 P.267 再掲
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海底地形図

• 海上音波探査結果から，海底水道の大
間海脚側斜面の下端部付近に地すべり
移動体が認められる。

一般財団法人日本水路協会（2009）15）：海底地形デジタルデータＭ7000シリーズ Ｍ7006Ver.2.1.

海底水道の海上音波探査

地すべり移動体

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 (1/5)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.270 再掲
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• 海底水道の大間海脚側斜面の下端部付近に地す
べり移動体及び海流による堆積体が認められる。

Ｃ層に認められる海底地すべり移動体と海流による堆積体の分布
等深線はＣ層上面深度を示す

地すべり堆積物等の分布（Ｃ層）

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 (2/5)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.271 再掲
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Ｂ３層に認められる海底地すべり移動体と海流による堆積体の分布
等深線はＢ３層上面深度を示す

• 海底水道の大間海脚側斜面の下端部付近に地す
べり移動体及び海流による堆積体が認められる。

地すべり堆積物等の分布（Ｂ３層）

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 (3/5)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.272 再掲
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Ｂ２層に認められる海底地すべり移動体と海流による堆積体の分布 等深線はＢ２層上面深度を示す

• Ｂ２層の分布域が北西側へと後退しているため，海
底水道の大間海脚側斜面の下端部付近に地すべ
り移動体及び海流による堆積体は認められない。

• 大間海脚北東部にのみ地すべり移動体及び海流
による堆積体が認められる。

地すべり堆積物等の分布（Ｂ２層）

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 (4/5)

海底水道の中心軸

第579回審査会合

資料1-1-2 P.273 再掲
1-269



• 海底水道の大間海脚側斜面の下端部付近に地す
べり移動体及び海流による堆積体が認められる。

地すべり堆積物等の分布（Ｂ１層）

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 (5/5)

海底水道の中心軸Ｂ１層に認められる海底地すべり移動体と海流による堆積体の分布 等深線はＢ１層上面深度を示す

第579回審査会合

資料1-1-2 P.274 再掲
1-270
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文献１： Rebesco et al.(2014)16）

• 斜面と平行な海流により斜面に貼り付くように堆積する地層は，コンターライト（一度堆積した堆積物が，等深線に沿って流れる海流により
再移動した堆積物）の中でも，"plastered drifts"と呼ばれており，ジブラルタル海峡西側海域の研究例が報告されている。（文献２(P.1-275)
に音探記録あり）

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 (1/6)

地すべり堆積物等に関する文献

第579回審査会合

資料1-1-2 P.276 再掲
1-272



• まだ研究途上であるが，海流によって斜面下端部に形成される凹地を，形成形態に
よって "contourite channel", "moat", "marginal valley"に分類する方法が提案されて
いる。

CDS: contourite depositional system

• 少なくとも，海流によって斜面下端部に凹地を形成する堆積あるいは削剥
が生じる現象が広く認知されているものと考えられる。

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 (2/6)

文献１： Rebesco et al.(2014)16）地すべり堆積物等に関する文献

第579回審査会合

資料1-1-2 P.277 再掲
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• 海底水道斜面は，"contouritic sediments"のうち"plastered drifts"であるＣ層
及びＢ層が斜面を覆って堆積しており，Ｃ層堆積以降，地すべりが生じやすい
場所であったと考えられる。

• "contouritic sediments"は，"slide(すべり）"が生じ易いとされており，同じ場所ですべりが
繰返し生じている例が示されている。

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 (3/6)

文献１： Rebesco et al.(2014)16）地すべり堆積物等に関する文献

第579回審査会合

資料1-1-2 P.278 再掲
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• 海流の速度は，図から20cm/s程度と推察される。

• 斜面と平行な海流により斜面に貼り付くように堆積する地層は，"plastered drifts"と呼ばれており，ジブラルタル海
峡西側海域の音探記録が示されている。

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 (4/6)

文献２： Hernandez et al.(2006)17）地すべり堆積物等に関する文献

第579回審査会合

資料1-1-2 P.279 再掲
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WSBW:
Weddell sea 
bottom water

• 斜面と平行な海流により斜面に貼り着くように分布する堆積物は "slope
plastered drifts"と呼ばれており，南極海での研究事例が示されている。

• また，海流によって斜面下端部に形成された凹地の音探記録も示されている。

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 (5/6)

文献３： Maldonado et al.(2005)18）地すべり堆積物等に関する文献

第579回審査会合

資料1-1-2 P.280 再掲
1-276



文献調査によると，海底斜面の堆積様式に関して以下の通り報告されている。

• 斜面と平行な海流により斜面に貼り付くように堆積する地層は，コンターライト（一度堆積した堆積物が，等深線に沿って流れる
海流により再移動した堆積物）の中でも， "plastered drifts"と呼ばれており，ジブラルタル海峡西側海域や南極海等の事例が報
告されている。

• また，斜面下端部において海流により凹地が形成される現象が，同様に報告されている。

• さらに，コンターライトは海底地すべりが生じ易いとされており，同じ場所で繰返し発生する例が報告されている。

• 海底水道は日本海と太平洋を繋ぐ海道であり，少なくとも前期更新世以降は，海流が生じている海域と考えられる。

• 海底水道斜面には前期更新世以降の地層が斜面と平行か，又は低角に堆積しており，これらは文献に示される"plastered
drifts"と考えられる。

• Ｃ層（下部更新統）以上には，斜面下端部や海底のＥ層の高まりの周辺において，凹地状の堆積面（又は削剥面）と，それを水
平に埋積する反射面が認められており，これらは海流によって形成された堆積構造と判断される。

• 同様にＣ層以上には，斜面下端部において，反射面により分離される堆積体又は地層中のレンズ状又はブロック状の堆積体が
認められており，これらは海底地すべりによる移動体と考えられる。

地すべり堆積物等に関する文献 まとめ

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 (6/6)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.281 再掲
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